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当社のコーポレート・ガバナンスの状況は以下のとおりです。

Ⅰコーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方及び資本構成、企業属性その他の基本情報

１．基本的な考え方

当社は、経営の迅速な意思決定に努めるだけでなく、経営の透明性・公正性を高めるべく適時・適切な情報開示を行うなど、社内体

制の強化に努めております。

【コーポレートガバナンス・コードの各原則を実施しない理由】

【補充原則１－２－４　議決権の電子行使及び招集通知の英訳】

当社は、電子行使を可能とするための環境作りや招集通知の英訳について検討しておりますが、当社の株主における機関投資家及び海外投資
家の比率が非常に低いため、導入検討はしておりませんでした。今後は機関投資家、海外投資家を意識して検討して参ります。

【補充原則３－１－２　英語での情報開示・提供】

当社の株主における海外投資家の比率が非常に低いため、英語での情報開示は行っておりません。今後は、海外投資家比率を勘案しつつ、英
語での開示について検討して参ります。

【原則４－７　独立社外取締役の役割・責務】

当社は、社外監査役を 1 名を独立役員として選任しております。同役員は取締役会に対し、独立した立場でその豊富な経験や高い知見による

様々な助言を行うとともに、相互連携により経営活動や利益相反取引に対する監視・監督を行っております。なお、2名以上の独立社外取締役の
選任につきましては引き続き検討して参ります。

【原則４－８　独立社外取締役の有効な活用】

当社は現在、業務執行を行う経営者から独立した立場かつ客観的で広範かつ高度な視野から当社の企業活動に助言を行う社外取締役を１名選
任しております。同社外取締役は独立役員の届出は行っていないものの、当社との間に特別な利害関係はなく、当社は一般株主との利益相反が
生じるおそれはないと考えております。また同社外取締役は、その豊かな経験と高い見識に基づき、取締役会で有益な発言を行っており、社外取
締役として会社の持続的な成長と中・長期的な企業価値の向上に寄与する役割を十分に果たしていると考えております。なお、当社のコーポレー
トガバナンス体制を最適なものとすべく、当該体制の再構築について検討を行っており、2名以上の独立社外取締役の選任につきましてもこの一
環として検討して参ります。

【補充原則４－８－１　独立社外取締役との情報交換、認識共有】

当社のコーポレートガバナンス体制を最適なものとすべく、当該体制の再構築について検討を行っており、2名以上の独立社外取締役の選任につ
きましてもこの一環として検討してまいります。併せて、独立した客観的な立場に基づく情報交換・認識共有の体制についても検討して参ります。

【補充原則４－８－２ 独立社外取締役の経営陣との連携に係る体制整備】

当社のコーポレートガバナンス体制を最適なものとすべく、当該体制の再構築について検討を行っており、2名以上の独立社外取締役の選任につ
きましてもこの一環として検討してまいります。併せて、経営陣との連絡・調整や監査役または監査役会との連携に係る 体制整備も検討して参り

ます。

【原則４－９　独立社外取締役の独立性判断基準及び資質】

当社のコーポレートガバナンス体制を最適なものとすべく、当該体制の再構築について検討を行っており、2名以上の独立社外取締役の選任につ
きましてもこの一環として検討してまいります。併せて、独立社外取締役となる者の独立性をその実質面において担保することに主眼を置いた独
立性判断基準の策定・開示についても検討して参ります。

【補充原則４－10－１　任意の仕組みの活用】

当社の独立社外取締役の員数は、取締役会構成員の過半数に達しておりません。取締役会の員数、構成員、活発な議論等の実施状況に照ら
し、任意の独立した諮問委員会を設置せずとも、既に社外取締役・監査役の適切な関与・助言を得る体制となっておりますが、今後、独立社外取
締役を中心とした諮問委員会の設置を検討して参ります。

【原則４-11　取締役会・監査役会の実効性確保のための前提条件】

取締役および監査役の選任に際しては、必要とされる知識・能力等に加えて、ジェンダーや国際性、職歴、年齢の面を含む多様性を勘案した適正
な配分の実現につきまして検討して参ります。

【補充原則４－11－１　取締役会・監査役会の実効性確保のための前提条件】

当社の取締役会は、事業運営や経営課題への対応に必要な知識・経験・能力・グローバルな視点等を持つ取締役および専門的で建設的な助言
および監督のできる社外取締役により構成され、バランスをとっております。なお、他社での経営経験を有する独立社外取締役の選任について
は、引き続き検討して参ります。

①方針

取締役の候補者指名におきましては、企業理念、経営ビジョン、中・長期計画等に基づく当社の掲げる目標を達成するために必要な知識・経験・
能力等を備える候補者を指名することとしております。合わせて、取締役会として会社全体において的確かつ迅速な意思決定、適切なリスク管
理、業務執行の監視ができるよう、取締役会の人員構成を考慮し、候補者を指名することとしております。また、監査役の候補者指名におきまして



は、財務・会計・企業法務等に関する知見、当社事業分野に関する知識および企業経営に関する多様性等のバランスを考慮し、総合的に検討し、
候補者を指名することとしております。なお、取締役のスキルマトリックスにつきましては、早期の開示に向けて検討を行って参ります。

【補充原則４－11－３　取締役会の実行性評価】

当社は、現時点では取締役会の分析・評価については、必要に応じて検証するPDCAサイクルを運用しておりますが、今後は、定期的な運営及
び、結果の開示につきまして検討して参ります。

【補充原則４－13－３】

当社内部監査部門は、社内取締役及び社内監査役への報告を行い、社内監査役は必要に応じて取締役会及び監査役会にてその内容を報告す
る社内運営としていますが、内部監査部門が直接取締役会及び監査役会へ報告する体制構築についても、今後検討して参ります。

【補充原則４－14－２　取締役・監査役のトレーニング】

当社は、取締役・監査役の役割・責務を適切に果たすために必要な知識の習得や能力の向上を図ることをトレーニングの基本方針としておりま
す。社外取締役・社外監査役を迎えるに際し、当社が属する業界、歴史、事業概要、財務情報、戦略、組織、工場見学等について必要な情報習得
のための研修を行っております。さらに、取締役においては、リーダーシップ力と経営戦略を培うため、外部研修等を活用し、経営スキルの習得に
努めております。また、監査役においても、各種セミナーや他業種との意見交換会に積極的に参加し、業務及び会計に関する監査スキルを習得し
ております。今後は、この様な社内トレーニング方針について開示を検討して参ります。

【原則５－１　株主との建設的な対話に関する方針】

当社は株主との建設的な対話を促進するために、株主・投資家を含む当社のステークホルダーの皆様に対して、経営・財務状況等に関する情報
を積極的に開示し、全てのステークホルダーの皆様から信頼と正当な評価を得ることを基本方針としております。

・株主との対話については、株主総会等の様々な取組みを通じて、建設的な対話が実現できるよう積極的な対応を基本方針としております。

・株主との対話を補助する体制については、総務部門、経理部門、その他関連部門等が定期的にミーティングを開催し、連携する体制をとってお
り、ＩＲ情報の共有化と情報開示資料の充実等を基本方針としております。

・株主との対話で把握した意見・懸念については、管理部門管掌の取締役がとりまとめ、取締役会および関連部門へフィードバックし、情報の共有
化を基本方針としています。

・当社は、金融商品取引法に違反する内部者取引を未然に防止することを目的として、「内部者取引防止規程」を定め、当社の役員および従業員
が職務に関し知り得た内部情報の管理および株式売買等に関する管理基準を明確に定めております。株主との対話の際にも、本規程に則ってイ
ンサイダー情報の管理を基本方針としています。

今後は、上記の各方針についての開示につきましても検討して参ります。

【コーポレートガバナンス・コードの各原則に基づく開示】

【原則１－４．いわゆる政策保有株式】

当社は、取引先との安定的・長期的な取引関係の構築、またはビジネス展開の強化等の観点から、当社の中・長期的な企業価値向上に資すると
判断される場合、当該取引先等の株式等を取得し保有することができるものとしております。個別株式の保有意義については、取引関係の維持・
強化によって得られる当社の利益と資本コストを総合的に勘案して、その投資可否を判断し、取締役会において資本コスト、経済合理性、将来の
見通しを検証しており、保有が相当でないと判断される場合には、政策保有株式の縮減を検討して参ります。なお、議決権の行使にあたっては、
その議案の内容を精査し株主価値の向上に資するものか否かを判断した上で適切に議決権を行使いたします。

【原則１－７．関連当事者間の取引】

当社がその役員や主要株主等との取引を行う場合には、当該取引が当社及び株主の利益等を害することが無いよう、取引条件に重要性がある
場合に限り、当該取引についてあらかじめ取締役会に付議し、その承認を得るものとしております。

【補充原則２－４－１　女性の活躍促進を含む社内の多様性の確保】

当社グループでは多様性と個性を尊重し、社会の発展に貢献する企業を目指しております。

国籍を問わず経験・能力等に基づいた中途採用を継続実施しており、「外国人雇用率５％」・「中途採用者の管理職への登用30％」に目標設定し
ております。併せて、女性活躍のための制度の整備・施策の展開を行い、女性の管理職への登用につきましては５％を目標にしております。現
在、中途採用者の管理職への登用については、38.2％と目標達成しておりますが、「外国人雇用率0.7％」・「女性管理職比率2.9％」となっておりま
す。

多様な人材が活躍できるための基盤づくりとしての「多様な働き方推進」の取組みとしては、在宅勤務制度やフレックスタイム制度を導入し、適宜
活用しております。

【原則２－６．企業年金のアセットオーナーとしての機能発揮】

当社は、従業員への福利厚生の一環として確定給付企業年金制度を設けており、制度運営を行っております。運用にあたっては、専門性が必要
となる事から、委託運用としており、当社が定めた年金資産の運用に関する基本方針に基づき、運用受託機関の選任を行うとともに、総務部門が
定期的に運用受託機関の評価を行うなどのモニタリングを適切に行い、従業員の資産形成に資するように努めております。

【原則３－１．情報開示の充実】

(1)会社の目指すところ（経営理念等）や経営戦略、経営計画

①企業理念

当社は、『みんなが豊かな生活に』をモットーに、健全な事業活動を通して人を大切にし、優れた製品の提供と質の高いサービスを通じ、社会の発
展に貢献することを企業理念としております。

②事業骨子

当社は『お客様が求める環境作りのために私たちはお客様の声を起点に農と住の明日を創造する会社を目指します。』を事業骨子とし、引き続き
販売力の強化や新製品の開発に取り組んでまいります。

③経営指標

当社は、目標とする経営指標を売上高及び経常利益の拡大、自己資本比率の向上に位置付け、経常利益率の向上と資本・資産効率をより意識
し、収益の改善に努めております。

(2)コーポレートガバナンスに関する基本的な考え方と基本方針

当社は、経営の迅速な意思決定に努めるだけでなく、経営の透明性・公正性を高めるべく適時・適切な情報開示を行うなど、社内体制の強化に努
めております。



(3)取締役会が経営陣幹部・取締役の報酬を決定するに当たっての方針と手続

取締役及び監査役の報酬等については、株主総会の決議により取締役及び監査役それぞれの報酬等の限度額を決定しております。各取締役及
び監査役の報酬額は、取締役については取締役会の決議により決定し、監査役については監査役の協議により決定しております。取締役の報酬
限度額は、年額250,000千円以内（ただし、使用人分給与は含まない。）、監査役の報酬限度額は、年額20,000千円以内であります。なお、役員の
基本報酬の決定・改定・減額等の方針及び役員賞与の決定等の方針については、取締役会決議により個人別の報酬等の内容についての決定を
取締役社長に委任しております。

・委任する権限の内容：取締役の個人別の報酬等の内容についての決定

・当該権限が適切に行使されるようにするため、取締役会決議前に社内稟議にて全役員の報酬額を個別に確認することにより、報酬内容の適正
性を確保することにしております。

これらの方針に基づき、１年ごとに会社の業績や経営内容、役員本人の成果・責任等を考慮し、役員の報酬等の額を決定しております。

(4)取締役会が経営陣幹部の選任と取締役・監査役候補の指名を行うに当たっての方針と手続

①方針

取締役の候補者指名におきましては、企業理念、経営ビジョン、中・長期計画等に基づく当社の掲げる目標を達成するために必要な知識・経験・
能力等を備える候補者を指名することとしております。合わせて、取締役会として会社全体において的確かつ迅速な意思決定、適切なリスク管
理、業務執行の監視ができるよう、取締役会の人員構成を考慮し、候補者を指名することとしております。また、監査役の候補者指名におきまして
は、財務・会計・企業法務等に関する知見、当社事業分野に関する知識および企業経営に関する多様性等のバランスを考慮し、総合的に検討し、
候補者を指名することとしております。

②手続

取締役候補の指名については、取締役会から授権された代表取締役が提案し、株主総会付議議案として取締役会で決議し、株主総会議案として
提出しております。監査役候補の指名については、監査役会で協議し同意を得た上で、株主総会付議議案として取締役会で決議し、株主総会議
案として提出しております。今後、独立社外取締役を中心とした諮問委員会を設置し、その意見を踏まえ取締役会において決定してまいります。

(5)取締役会が経営陣幹部の選解任と取締役候補の指名を行う際の、個々の選解任・指名についての説明

(4）で協議した事項についての開示を検討して行きます。

【補充原則３－１－３．サステナビリティ、人的資本への取り組み】

当社は、長期的な視点に立ち、サステナビリティに取り組むことで、様々なステークホルダーの価値創造に配慮した経営と当社グループの持続的
かつ安定的な成長による企業価値の向上の実現に努めて参ります。その一環としましては、農林水産省が発表した「みどりの食料システム戦略」
に則り、2050年ゼロエミッションの実現に向け、当社グループとしてはヒートポンプとのハイブリッド暖房の推進、LPGなどのガスへの燃料転換に注
力して参ります。さらに、次世代エネルギー源の活用として、新エネルギーの調査研究に投資し、農と住の脱炭素を目指し環境対応力を向上させ
て参ります。その進捗状況につきましては今後開示して参ります。そうした取り組みを推進するため、全従業員への経営理念の徹底は勿論のこ
と、業務に対する意識の高揚、スキルアップを第一の重点課題として取り上げ、体質改善に取り組みます。また総合力の向上を目的に取り組み、
各業務の標準化を進め、情報・ノウハウの共有化を強化すると同時に各部門、各個人間の業務を円滑且つスピーディーに対処できる組織作りに
取り組むことで人的資本への投資に取り組んでおります。その進捗状況につきましても、今後引き続き開示をして参ります。

【補充原則４－１－１．取締役会の役割・責務(１)】

当社は、取締役会規則において、法令に準拠して取締役会で審議・判断する内容を定めております。また、取締役会付議事項以外のものについ
ては本部長を中心とした経営会議へ委任しております。

【補充原則４－２－１　取締役会の役割・責務（経営陣の報酬）】

当社は、従来は固定報酬を中心とした報酬体系としておりましたが、取締役の企業価値向上に向けた動機付けを強化する観点から、当期より業
績連動報酬制度を導入いたしました。本制度により、業績目標の達成度等に応じた報酬の変動を取り入れ、株主との利害共有および中長期的な
価値創造の促進を図ります。

【補充原則４－11－２．取締役会・監査役会の実効性確保のための前提条件】

取締役および監査役の兼任状況については、定時株主総会招集通知書および有価証券報告書に記載しています。なお、社外取締役および社外
監査役の兼任状況はその役割・責務を適切に果たすために必要な時間・労力を振り向けることに支障がない範囲にあると考えております。

２．資本構成

外国人株式保有比率 10%未満

【大株主の状況】

氏名又は名称 所有株式数（株） 割合（％）

福田　晴久 120,756 12.61

佐藤商事株式会社 120,000 12.53

ネポン共栄会 80,300 8.39

住田　誠司 48,100 5.02

株式会社三井住友銀行 47,636 4.98

日興通信株式会社 24,500 2.56

鈴木　愛子 23,883 2.49

ネポン社員持株会 23,233 2.43

東京ソフト株式会社 22,500 2.35

名井　明 13,928 1.45



支配株主（親会社を除く）の有無 ―――

親会社の有無 なし

補足説明

．大株主の状況の割合は自己株式（5,487株）を控除して計算しております。

３．企業属性

上場取引所及び市場区分 東京 スタンダード、福岡 既存市場

決算期 3 月

業種 金属製品

直前事業年度末における（連結）従業員
数

100人以上500人未満

直前事業年度における（連結）売上高 100億円未満

直前事業年度末における連結子会社数 10社未満

４．支配株主との取引等を行う際における少数株主の保護の方策に関する指針

―――

５．その他コーポレート・ガバナンスに重要な影響を与えうる特別な事情

―――

Ⅱ経営上の意思決定、執行及び監督に係る経営管理組織その他のコーポレート・ガバナンス体制の状況

１．機関構成・組織運営等に係る事項

組織形態 監査役設置会社

【取締役関係】

定款上の取締役の員数 20 名

定款上の取締役の任期 2 年

取締役会の議長 社長

取締役の人数 5 名

社外取締役の選任状況 選任している

社外取締役の人数 1 名

社外取締役のうち独立役員に指定され
ている人数

0 名



会社との関係(1)

氏名 属性
会社との関係(※)

a b c d e f g h i j k

柳田　隆治 他の会社の出身者 ○

※　会社との関係についての選択項目

※　本人が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「○」、「過去」に該当している場合は「△」

※　近親者が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「●」、「過去」に該当している場合は「▲」

a 上場会社又はその子会社の業務執行者

b 上場会社の親会社の業務執行者又は非業務執行取締役

c 上場会社の兄弟会社の業務執行者

d 上場会社を主要な取引先とする者又はその業務執行者

e 上場会社の主要な取引先又はその業務執行者

f 上場会社から役員報酬以外に多額の金銭その他の財産を得ているコンサルタント、会計専門家、法律専門家

g 上場会社の主要株主（当該主要株主が法人である場合には、当該法人の業務執行者）

h 上場会社の取引先（d、e及びｆのいずれにも該当しないもの）の業務執行者（本人のみ）

i 社外役員の相互就任の関係にある先の業務執行者（本人のみ）

j 上場会社が寄付を行っている先の業務執行者（本人のみ）

k その他

会社との関係(2)

氏名
独立
役員

適合項目に関する補足説明 選任の理由

柳田　隆治 　

佐藤商事株式会社

常務執行役員鉄鋼部門（本社・北海道・東
北・新潟・北陸・関東地区鉄鋼店）担当

営業開発部門担当

佐藤商事株式会社常務執行役員鉄鋼部門（本
社・北海道・東北・新潟・北陸・関東地区鉄鋼
店）担当、営業開発担当として、長年の営業経
験を有しているため社外取締役として選任して
おります。

なお、社外取締役柳田隆治氏と特別な利害関
係はありません。

指名委員会又は報酬委員会に相当する
任意の委員会の有無

なし

【監査役関係】

監査役会の設置の有無 設置している

定款上の監査役の員数 4 名

監査役の人数 3 名

監査役、会計監査人、内部監査部門の連携状況

監査役と会計監査人の連携状況

監査役と会計監査人は、監査計画から報告まで定期的に会合を設け、特に決算に関する報告については四半期毎に開催しております。

この他必要に応じ、随時意見交換を行っております。

監査役と内部監査室の連携状況

当社の内部監査室は、業務執行から独立した組織となっております。監査役は、内部監査室から

監査計画、各部門の業務監査結果、その他監査に関連する事項について定期的に報告を受け、また、必要に応じて意見交換を行い

連携を図っております。



社外監査役の選任状況 選任している

社外監査役の人数 2 名

社外監査役のうち独立役員に指定され
ている人数

1 名

会社との関係(1)

氏名 属性
会社との関係(※)

a b c d e f g h i j k l m

大川　康平 弁護士

漢　昭弘 税理士

※　会社との関係についての選択項目

※　本人が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「○」、「過去」に該当している場合は「△」

※　近親者が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「●」、「過去」に該当している場合は「▲」

a 上場会社又はその子会社の業務執行者

b 上場会社又はその子会社の非業務執行取締役又は会計参与

c 上場会社の親会社の業務執行者又は非業務執行取締役

d 上場会社の親会社の監査役

e 上場会社の兄弟会社の業務執行者

f 上場会社を主要な取引先とする者又はその業務執行者

g 上場会社の主要な取引先又はその業務執行者

h 上場会社から役員報酬以外に多額の金銭その他の財産を得ているコンサルタント、会計専門家、法律専門家

i 上場会社の主要株主（当該主要株主が法人である場合には、当該法人の業務執行者）

j 上場会社の取引先（f、g及びhのいずれにも該当しないもの）の業務執行者（本人のみ）

k 社外役員の相互就任の関係にある先の業務執行者（本人のみ）

l 上場会社が寄付を行っている先の業務執行者（本人のみ）

m その他

会社との関係(2)

氏名
独立
役員

適合項目に関する補足説明 選任の理由

大川　康平 ○ 該当なし

監査役大川康平氏は弁護士として企業法務に
精通しており、財務及び会計に関する相当程
度の知見を有しているため社外監査役および
独立役員として選任しております。なお、監査
役大川康平氏と特別な利害関係はありませ
ん。

漢　昭弘 　 該当なし

監査役漢昭弘氏は税理士として培われた専門
的な知識・経験等を当社の監査体制の強化に
活かして頂くため、社外監査役として選任して
おります。なお、監査役漢昭弘氏と特別な利害
関係はありません。

【独立役員関係】

独立役員の人数 1 名

その他独立役員に関する事項

―――

【インセンティブ関係】



取締役へのインセンティブ付与に関する
施策の実施状況

業績連動報酬制度の導入

該当項目に関する補足説明

当社は、従来は固定報酬を中心とした報酬体系としておりましたが、取締役の企業価値向上に向けた動機付けを強化する観点から、当期より業
績連動報酬制度を導入いたしました。本制度により、業績目標の達成度等に応じた報酬の変動を取り入れ、株主との利害共有および中長期的な
価値創造の促進を図ります。

ストックオプションの付与対象者

該当項目に関する補足説明

―――

【取締役報酬関係】

（個別の取締役報酬の）開示状況 個別報酬の開示はしていない

該当項目に関する補足説明

当社は、取締役および監査役について、社外役員を区分して報酬等の総額を有価証券報告書及び事業報告書で開示する他、定時株主総会にて
公開しております。

報酬の額又はその算定方法の決定方針
の有無

あり

報酬の額又はその算定方法の決定方針の開示内容

取締役の報酬等に関する事項については、株主総会の決議によって定められております。

【社外取締役（社外監査役）のサポート体制】

当社は社外監査役の要請または必要に応じて社外監査役の職務を補助するため使用人を置いて社外監査役のサポート体制を整えて

おります。また、独立役員の回避事由に該当せず、一般株主と利益相反の生じるおそれがないと考えられる社外監査役1 名を独立役

員として確保しております。

２．業務執行、監査・監督、指名、報酬決定等の機能に係る事項（現状のコーポレート・ガバナンス体制の概要）

当社は、担当取締役制を採用することにより、効率的な職務の執行を実現するとともに、社内規定により、取締役の職務権限と責任の

範囲を明確にしております。また、取締役会で決定された業務執行の意思を迅速かつ効率的に実現する体制を整えています。

具体的には、取締役と本部長が参加する経営会議を、毎月２回開催し、取締役会の意思決定を素早く確実に実行できるしくみとしております。

また、監査の状況として常勤監査役１名および社外監査役２名の体制で監査役会を組織し、監査役監査の基準に準拠し、適正な監査業務を実施
しております。

３．現状のコーポレート・ガバナンス体制を選択している理由



当社は監査役制度を採用し、３名の監査役のうち２名を社外監査役とすることで客観性の確保に努め、監査役による十分な監視機能

が発揮できる体制を整えております。また当社は、社外監査役だけでなく社外取締役も参集することで、積極的に社外の視点を取り入

れております。当社は、これらの取り組みが経営の透明性の向上や取締役に対する監督機能の強化につながると考えております。

Ⅲ株主その他の利害関係者に関する施策の実施状況

１．株主総会の活性化及び議決権行使の円滑化に向けての取組み状況

補足説明

株主総会招集通知の早期発送 株主総会開催日の16日前に発送しました。

２．ＩＲに関する活動状況

補足説明

代表者
自身に
よる説
明の有
無

IR資料のホームページ掲載
以下のURLにてIR資料を掲載しています。

https://www.nepon.co.jp/category/ir

IRに関する部署（担当者）の設置
IR担当部署を以下の通り定めております。

IR担当部署：総務部

３．ステークホルダーの立場の尊重に係る取組み状況

補足説明

社内規程等によりステークホルダーの立
場の尊重について規定

内部者取引防止規程により社員のインサイダー取引を未然に防いでおります。

環境保全活動、ＣＳＲ活動等の実施 生産拠点に環境委員会を設置し、拠点内外の環境に関する監視を行っております。

ステークホルダーに対する情報提供に
係る方針等の策定

ディスクロージャーポリシーにおいて、株主・投資家の皆様を始めとする全てのステーク

スホルダーの理解を推進し、その適正な評価のために、当社に関する重要情報の適時

開示を行うよう取り組んでおります。

Ⅳ内部統制システム等に関する事項

１．内部統制システムに関する基本的な考え方及びその整備状況

当社は、従前よりコンプライアンス（法令遵守）、内部監査、リスクマネジメント等の取り組みを通じて内部統制システムの運用を図るとともに、

監査役への報告体制の整備等、監査役監査の実効性確保に向けた取り組みを行っており、これらを会社法の定めに基づき整理及び整備しており
ます。

他方、会社を取り巻く環境やリスクは常に変化するものであり、内部統制システムについても継続的な見直しが必要であるとの認識のもと、

適正な業務執行のための体制の維持・向上に努めております。

その一環として、棚卸資産に係る業務プロセスについて過去の課題認識を踏まえ、内部統制の強化を図っております。

具体的には、当期において以下２点について自主対応を致しました。

・在庫単価計算に係る正しい手順及び検証プロセスを検証し、内部統制文書へ明記

・全社レベルでも業務検証プロセス記載内容の整備状況を再見直し

今後も継続的な改善を通じて、財務報告の信頼性向上に努めてまいります。

２．反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方及びその整備状況

当社は、社会的責任を果たす健全な企業として、反社会的勢力との一切の関係を遮断し、法令遵守と企業倫理に基づいた事業活動を推進するこ
とを基本方針としております。

反社会的勢力からの不当要求や接触があった場合には、総務部を主管部門とし、不当要求防止責任者である総務部長の指揮のもと、警察・顧問
弁護士などの外部専門機関と緊密に連携し、毅然とした対応を行います。

当社は、今後も反社会的勢力の排除に向けた体制の強化と、社員への啓発活動を継続し、社会から信頼される企業を目指してまいります。



Ⅴその他

１．買収への対応方針の導入の有無

買収への対応方針の導入の有無 なし

該当項目に関する補足説明

―――

２．その他コーポレート・ガバナンス体制等に関する事項

当社は、適時・適正な企業情報を開示することで健全な証券市場を活性化させると認識しております。

当社を取り巻くステークホルダーの皆様に、当社に対する理解を深め、より適正な投資判断が可能と

なる有用な企業情報については、関連法令を順守し、可能な範囲で公正に、また積極的に開示する

事を基本方針としております。当社は適時開示の社内体制として、管理部門が、各分野における

適時開示すべき情報を迅速に提示し、関連法令の検証を行い、情報開示の要否、時期、方法

内容を精査し、代表取締役社長が決定しております。また、特に重要な情報については取締役会の

決議を以って、開示の内容を決定しております。
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